
第52回「滋賀県県政世論調査」について

１．調査の実施概要

（１）調査目的

県政全体に関する満足度と県政の当面する主要課題等をテーマに選び、県民の

意識・意向を調査し、今後の県政をすすめるうえでの基礎資料とする。

（２）調査対象者

県内在住の満18歳以上の個人の中から、層化二段無作為抽出法した3,000人。

（３）調査方法

郵送法・オンライン調査法の併用、無記名方式

（４）調査期間

令和元年６月21日（金）～令和元年７月10日（水）

（５）回収状況

有効回答数は1,508件で、有効回収率は全体で50.3％となった。

参考資料４

（１） 性別

（２）年代別

２．回答者の状況
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男(n=1,303)

女(n=1,575)

答えたくない(n=13)

不明・無回答(n=21) N=2,912
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0 . 6 %

0 . 0 % 1 0 . 0 % 2 0 . 0 % 3 0 . 0 %

1 8～ 1 9歳 ( n = 3 9 )

2 0～ 3 4歳 ( n = 4 6 7 )

3 5～ 4 9歳 ( n = 7 5 3 )

5 0～ 6 4歳 ( n = 8 0 7 )

6 5～ 7 4歳 ( n = 5 9 4 )

7 5歳 以 上 ( n = 2 3 4 )

不 明 ・ 無 回 答 ( n = 1 8 ) N = 2 , 9 1 2



３．関連項目の調査結果

（１）障害福祉に関する用語の認知度（％）

※それぞれの用語について「内容も含めて知っている」と「内容は知らないが聞いたこと
はある」と回答された方の割合の合計

39.8%
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27.5%

25.0%

64.5%

46.9%

15.8%

障害者権利条約

障害者差別解消法

合理的配慮

障害の社会モデル

成年後見制度

ヘルプマーク

インクルーシブ教育
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（２）障害者が地域で暮らすための課題（％）

12.7%

38.6%

35.0%

21.1%

13.8%

15.8%

10.0%

19.3%

20.2%

1.8%

2.9%

住まいの場の確保

地域住民の理解

困ったときに相談できる機関

食事、お風呂、トイレなどの身体介護

急に病気になったとき、対応してくれる医療機関

年金や手当の充実

体調の管理や病院への通院

施設、交通機関や情報のバリアフリー

災害時の対応

その他

不明・無回答
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（３）障害者が地域で暮らすための課題（％）

29.6%

27.9%

33.2%

31.8%

11.1%

33.8%

1.8%

4.6%

障害や障害者について県民や企業等が理解を

深めるための啓発活動

障害者差別や虐待についての相談窓口の充実

障害者差別や虐待を未然に防止するための支援者等

関係者への指導・支援

障害者虐待の早期発見と早期対応

成年後見制度

障害のある人とない人が子どもの時から共に過ごせる場

や機会の充実

その他

不明・無回答

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%

（４）障害者の権利擁護で重要なこと（％）

29.6%

27.9%

33.2%

31.8%

11.1%

33.8%

1.8%

4.6%

障害や障害者について県民や企業等が理解を深めるための啓発活動

障害者差別や虐待についての相談窓口の充実

障害者差別や虐待を未然に防止するための

支援者等関係者への指導・支援

障害者虐待の早期発見と早期対応

成年後見制度

障害のある人とない人が子どもの時から共に過ごせる場や機会の充実

その他

不明・無回答

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0% 35.0% 40.0%



（５）障害者の防災対策で必要なこと（％）

16.3%

44.6%

40.6%

13.2%

38.0%

20.0%

1.0%

3.4%

障害のある方の避難訓練や自主防災組織への参加

障害の特性にあった避難所の確保、避難所における支援

地域内での災害時に支援を必要とする方の把握

障害のある方が必要とする物資の備蓄

災害時における障害のある方の避難体制の整備

障害に配慮した、災害時における情報提供の充実

その他

不明・無回答

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

（６）共生社会の実現のために必要な取組（％）

14.5%

21.8%

19.3%
12.4%

13.1%

23.4%

1.6%

10.3%

15.2%

7.8%

16.2%

2.3%

20.9%

1.0%

3.6%

地域で生活するためのグループホーム整備など住まいの確保

障害のある方がいつでも安心して相談できる仕組みづくり

ショートステイやホームヘルプなど在宅福祉サービスの充実

障害のある人に関わる保健・医療施策の推進

障害の有無に関わらず共に学ぶ教育環境の充実

障害のある方の働く場の拡充

障害者スポーツ・文化活動の振興

障害のある方の意思疎通支援や情報コミュニケーション手段の充実

誰にとっても暮らしやすいバリアフリー化やユニバーサルデザインの…

防災対策の充実

障害のある方に対する県民の理解の促進

障害のある方の権利擁護の推進

福祉に関わる人材の養成・確保

その他

不明・無回答
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